
第 1 2 匝 M E L O N 環境市民講座

終

冬の渡り鳥を見に行こう
- ガンの ねぐら入り -

Ej 本で も有数の ラムサ ー

ル条約登録湿地 ､ 化女沼 ･ 伊豆沼 ･ 蕪栗沼 o
3 つ の沼を巡り ､ 冬の 水鳥を観察 します｡

夕暮れの空にたくさんのマ ガンが飛来する ｢ [∃本の風景｣ を観 に行きませんか?

医5] 1 1 : 2 0 仙台駅西口 大聖バ ス馬主華揚

匿司 2 0 名 ( 申込先着日負) 匪塾 1 / 2 6 ( 水)

匪 頭 M E L O N 会員 ¥ 1 , 0 0 0
一

般 ¥ 1 , 5 0 0

※ 中学生割引

会員の家族 ¥ 5 0 0 中学生 (
一

般) ¥ 8 0 0

※終了時亥Ijが選 < ､ 外での 観察会で す｡ 小学生以 下の 参加は こ遠慮 くだ さい｡

桓国 電話､ F A X ､ メ
ー ル などで以下申込書の内容を

M E L O N 事務局へ ご達紹< ださい

( 財) みやぎ ･ 環境とく らし ･ ネ ッ トワ
ー ク ( M E L O N )
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第 1 2 回 M E L O N 環境市民言毒座 ｢ 峯 の渡り鳥を見に行こう ! ｣ 参加申 L
,込み害

ふ り が な
性別 男 / 女

○ をつ けてください

氏名

M E L ○N 会員 /
一

般参加

生年月日 西暦 年 月 日

T ∈し 携帯

住所

※1宗隈をかけ ますのでJB ず上書引g; 報をお 知らせくだ 乱 ＼｡ この 情報は 恭企 画ul 外の B 的で 億円
し1たしませ ん｡

※ F A X ､
メーJL でお 申し込み の方 臥 ∋B が経過しても事務局から連絡が 机 場 合 ､

お手 数ですがお電話 ください｡



このチラシは再生紙 ･ 大豆イ ンクを使用L 'て います

国際的に重要な湿地を守る ｢ ラ ムサ
ー ル条約｣ 登録i屈他の 化女沼

･

伊豆沼
･ 蕪栗沼. そ こは､ ガン の越冬地で

もあります｡ 力､ つ て ｢ 日本 の風景｣ そのものだ っ た渡り鳥ガンは､ 生息地の消失と乱獲により絶滅の危機に直面 ､

1 9 7 1 年に国の天 然記念物に指定されました｡

本観察会で(a: ､ ガ ン の特徴やガンをとりまく環境に つ いて お話をうかがいながら伊豆…召を散策 します｡ 篭見察会

の最後に見る何万羽もの ガンのねぐら入りは圧巻です ! ! 水鳥たらにと っ て大切な5冠地の 保全や水環境､ そ して
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ら しに ついて考えてみませんか?

藷 スクジュ
ー ル 藷

※天辰等によ り若干 変 更と な る場合があ り ます ｡

仙台駅西口 大型バ ス駐車場 【集合】

【出発】

化女さ召ダム観光資料館 ( 大崎市古川)

一伊豆i召へ移動一

伊豆沼内さ召サンクチ ュ アリセンタ
ー

野,% 舘

( 栗原市若柳)

1 5 伊豆沼周辺を散策 ･ 野鳥観察

4 5 一蕪栗5召へ移動 - ( 大崎市EE]尻)

3 0 マ ガンのねぐら入りを観察

0 0 【出発】

3 0 ILLl 合駅 【解散】

藷 持ち物 藷
* 防寒具

* あたたかい飲み物

* 昼食 . 夕食

* 双眼鏡
* 懐中電灯

(お持ちで あれば)
* 鳥類図鑑

* 望遠鏡

藷講師プロフ 十 ル 藷
呉地正行さん

( M E L O N 理事､
田本雁を保護する会会長)

1 9 4 9 年 神奈川県平塚市に生まれる

1 9 7 7 年 東北大学理学部物理学科卒業

1 9 8 1 年 日本鳥学会より烏学研究賞受賞

1 9 9 4 年 日本鳥禁貞保護連盟総裁賞受賞

2 0 0 1 年 ｢ みどりの 日｣ 自然環境功労者環境

大臣表彰

王3! 在は日本雁を保護する会会長を務め､ さまざ

まな場面 で)
L

岩躍中｡

療 ご了承くだ か 藷
* 鳥の状況や 天 候 ､ 交通事情 に よ り負雲散暗 闇 が変更 に な る男合があります｡ あらか じめこ 了
承く ださ い｡

* 伊豆 沼 で は1 時 間 か けて ゆ っ く り遊 歩道を 散策 する 予 定で す . また 蕪 栗5召はぬ か るん で い

る 場所 もあ り､ 風 をさ え ぎる も の が あ りませ ん ｡ 歩 きや す い 靴 ･ あた た か い服 装で L
- '

参

加< ださ い｡

* 昼 食は 事前に す ま せ る力＼､ 持参の 上 バ ス の 中で 召 L , 上 が っ て い ただ < よ うにな りま す ｡ ま
た

､
帰 り も遅< な るた め 軽 食 等を L

- '

持 参< だ さい ｡

* フ ラ ッ シ ュ を た い ての 写 真7農影 は こ遠 慮< ださ い｡

* 本5看動を広報する 自的 で 皆さ まの 活動の様子 を撮影さ せて い た だきます. 写 真は 当 団体の

ホ
ー

ム ペ
ー ジ ､ 情報紙に 掲載する 予 定 で す. こ理解と こ協力をお願 い い た L / ま す｡ こ都

合カー悪 い万(3 あらか じめ ご 相談 くだ さ い｡

* 終了 時刻 力1遅く ､ 外 で の 観察会 とな りま すの で 小 学生以 下 の 参加は こ遠 慮 < だ さ い ｡

○

⑳ 主催 団体 紹介
●
● ●
o

o

⑳ M E L O N 会 員 と【よ
: 財団法人みやぎ ･

環境とくらL ' ･

ネ ッ トワ
ー

ク ;: M E L O N の 活 動は会員 に支えられてシ＼草すo
.
軍員募集中 です｡

M E し O N 会昌特典 ..
辛 M E L O N 主 催イ ベ ン トに会員割引 で参加 で きま
日に こ入会 い ただ い て も､ そ の 日か ら適用 され ます｡)

; M iy a gi E n vl r O n m e n t al Lif e O u t- r e a c h N e t w o r k ( M E L O N ) ::

; 誕 生 のき っ かけは､ 1 9 9 2 年の 地球サミ ッ ト｡ ｢ 世界
o で は こ んな に たくさん の人たらが環境を考え て い る

.

｡ み やぎで も環境を考え､ 地 球 を守 りた い ｡ ｣ そ ん な想
: い から

､
翌 9 3 年に県内 5 つ の 共同組合力喝体とな っ

; て ､ 多< の 市民や研究者 ､ 企業､ 団体

: で つ くられた環境 N G O で すc

: 各種環境イ ベ ン ト . 講座 の 開催､ 水 や

; ご みに関する調査活動､ 政策提言など

:
｡
を行 っ て い ます｡

* コ ミや水､ 緑 ･ 貴 ､ 自然 エネル ギ ー な どの部会 メ ンJ てI-t亭な
イベ ン トの 企画や勉強会 に参加 できます.

* ボラ ン テ ィ ア や部会に参加する毎にヾ ポイ ントが1 掴 も
5 個集まると 1 , 0 0 0 円分の M E L O N 商品券と交換できま

* 年 5 匡】M E L O N の 活動や環t亮情報を情報紙でお届け しま
* メ

ー

ル ア ド レ スを登録をすると､ 情 報交換がで
ス ト M E L O N n ∈〉t に参加できます｡

きる メ ｢ リン

【年会費】 個人 ･ 任意団体 : 2 , 0 0 0 円 家族会員 : 1
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■
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